
気象庁

札幌管区気象台
Sapporo Regional Headquarters北海道駒ヶ岳の活動概況①

2020年頃以降、昭和4年火口南側火口壁でわずかな温度上昇、ごく弱い噴気活動の観測日数増加と
熱活動の活発化傾向がみられたが、2024～202５年間は特段変化は認められない（図②’、③）
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気象庁

札幌管区気象台
Sapporo Regional Headquarters北海道駒ヶ岳の活動概況②（中期～短期）

➢昨年と比べ、昭和4年火口付近の熱活動に大きな変化は見られず、
火口付近の基線の伸長傾向も鈍化している（図A、B）

➢24年４月以降、地震活動は低調で特段の地殻変動もなし（図D～F）
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気象庁

札幌管区気象台
Sapporo Regional Headquartersアトサヌプリの活動概況

アトサヌプリ（硫黄山）
噴気活動と地表面温度

➢2024年1月以降、アトサヌプリ西側（硫黄山の西方約５㎞）深部の膨張は停滞し、維持
➢周辺の地震活動も概ね同期して低下し、硫黄山付近の熱活動に変化は見られない

美留和西

S屈斜路（国）

アトサヌプリ
浅部

アトサヌプリ
西側

期間A

：期間Aの地殻変動の膨張源（第3回火山調査委員会資料（気象庁））
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気象庁

札幌管区気象台
Sapporo Regional Headquarters
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恵 山 倶多楽

いずれも小規模な活動の盛衰に留まり、
静穏、概ね静穏に経過している
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